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 戦後 の道 路整 備 や高速 自動 車国 道 の整備 をは じめ と する道 路政 策は ， 我が国

の高度 成長 期を 支 え今日 の豊 かな 生 活・産 業を 形成 す る基盤 とな った ． 一方で ，

過度な 自動 車依 存 の社会 を形 成し 、 道路渋 滞や 交通 事 故，環 境問 題な ど の弊害 を

引き起 こし た． そ こで 近 年で は良 好 な道路 環境 の形 成 や安全 かつ 円滑 な 通行の 確

保を図 るな ど， こ れまで の自 動車 中 心の道 路利 用か ら 「人中 心の 道路 利 用 」に 資

する道 路政 策 へ の 転換が 図ら れて い る．特 に 道 路空 間 の使わ れ方 を見 直 し、新 た

な価値 創造 を図 る 道路空 間再 配分 が 実践さ れ て きた ．  

また ，ビ ッグ デー タ や AI，自 動運転 技 術やそ の他 の新 技 術の利 活用 によ っ て道

路空間 の変 革が 始 まって いる ．特 に 自動運 転車 は， 高 度な自 動 運 転技 術 により 効

率性， 安全 性， 快 適性な ど様 々な 面 で 優れ てお り， 早 期の社 会実 装が 世 界各地 で

進めら れて いる ． 我が国 では 2017 年から 自動 運転 車 の社会 実装 が都 市 に与え る

影響や ，都 市交 通 や交通 結節 点 の あ り方に つい ての 検 討が行 われ て い る ．また 自

動運転 車の 導入 に より車 道の 縮減 や ，路外 ・路 上の 駐 車スペ ース を削 減 できる こ

とが示 され ，こ れ までの 既存 の道 路 空間 を 再構 築し ， 新しく 利便 性の 高 い空間 と

しての 利活 用が 模 索され てい る．  

このよ うに 市街 地 の道路 空間 では ， 現状だ けで なく 将 来の自 動運 転車 の 社会実

装時に も道 路空 間 再配分 の検 討が 必 要であ る ． しか し ，近未 来の 道路 空 間にお い

て道路 空間 再配 分 を図る 際 ，新 たな テ クノロ ジー であ る 自動運 転技 術が 道 路空間 ，

ひいて は交 通体 系 そのも のに 与え る 影響は 未知 数で あ る．特 に， 都市 部 での自 動

運転車（ レベ ル 4 以上 ）の 導入 は個 別移動 の増 加を 招 き，道路 上で の停 車需要 が

増える こと から 渋 滞を引 き起 こす 可 能性も 指摘 され て いる ． そう した な か， ど の

ような 道路 環境 で あれば 自動 運転 車 に安全 に乗 降 で き るのか ，ま たそ の 場合に ど

のよう な設 計が 適 切か， とい った 検 討が 不 十分 であ る ．その ため 自動 運 転車の 社

会実装 にあ た っ て ，道路 空間 に お け る自動 車と 人の 空 間の配 分に つい て 詳細に 検

討し， 普及 前に 適 切な道 路設 計を 行 うこと が 不 可欠 で ある．  

以上よ り本 論文 は ，今後 の道 路政 策 に資す る人 中心 の 道路空 間再 配分 と ，自動

運転車 の導 入に よ る道路 交通 への 影 響 の双 方の 視点 か ら ，自 動運 転社 会 を見据 え

た道路 空間 再配 分 におけ る課 題 を 明 確にす るこ とを 目 的とし てい る ． ま た本論 文

は，今 後の 道路 政 策を検 討す る際 に ，これ まで 不十 分 であっ た， 自動 運 転社会 に

おける 路肩 （カ ー ブサイ ド） を議 論 するう えで も重 要 な意義 を持 って い る．  

本論文 は， 以下 に 示す 7 章 より 構成 されて い る ．  

第 1 章は 序章 であ り，本研 究の 背景 ，目 的を 述べ たう えで ，道 路空 間再 配分に

関する 既往 研究 と 自動運 転シ ステ ム に関す る既 往研 究 の整理 を行 った ． 既往研 究

の整理 を通 じ， 道 路空間 再配 分の 現 行の取 組に つい て 体系的 にま とめ た 研究や 自

動運転 社会 を見 据 えた道 路空 間の 検 討を行 う研 究は 少 なく， 自動 運転 車 の路上 で

の乗降 を想 定し ， また道 路空 間再 配 分を行 った 際の 影 響につ いて 分析 し た研究 が
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不十分 であ る こ と を確認 し た ．  

第 2 章で は，我が 国の道 路政 策の 変 遷と自 動運 転シ ス テムに 係る 取組 の 動向を

明らか に し た． 道 路空間 再配 分に 係 る道路 政策 と現 状 の取組 動向 より ， 自動車 の

空間を 減ら して 別 の用途 に空 間転 用 を行い ，道 路及 び 沿道の 新た な価 値 向上が 目

指され てい るこ と や，自 動運 転車 の 社会実 装に より 道 路空間 の再 構築 が 必要と な

ること を示 した ．   

第 3 章 では ，実 際 に交通 社会 実験 が 行われ た道 路空 間 再配分 の 事 例を 対 象に ，

実験に 関わ った 自 治体へ アン ケー ト 調査 等 を実 施し ， 取組の 分類 及び 実 態の把 握

と課題 につ いて 体 系的に 整理 して い る．調 査結 果よ り ，社会 実験 を通 じ て車道 部

に自動 車以 外の 専 用空間 を設 ける 取 組が実 現し た事 例 は少な く， 取組 の 実現に 向

けた課 題に は合 意 形成や 維持 管理 の 問題， 交通 処理 の 問題や 路上 駐停 車 の問題 ，

法制度 や便 益評 価 の問題 など が挙 げ られた ．特 に合 意 形成と 交通 処理 の 問題が 道

路空間 再配 分の 取 組の不 調に 直結 し ている こと を明 ら かにし た．   

第 4 章で は，現 状 のタク シー 利用 時 に道路 交通 法違 反 となる 乗降 に着 目 し，都

内で流 しの 営業 を 行うタ クシ ード ラ イバー への ヒア リ ング調 査と 実際 の 路上で の

乗降位 置を 記録 し た． そ の結 果， 道 路交通 法違 反と な る場所 での 乗降 に 関して ，

タクシ ー利 用者 の 要望に 応え るた め に，特 に交 差点 で の乗降 が頻 繁に 行 ってい る

ことを 示し た ． ま た，実 際の 道路 上 でのタ クシ ーの 乗 降位置 を動 画撮 影 したと こ

ろ， 9 割 近い 乗降 が 道路交 通法 違反 と なり， 特に 交差 点 付近で の乗 降 が 7 割弱を

占めた ．現 状の タ クシー 利用 は道 路 交通法 違反 が多 く みられ るが ，本 研 究で仮 定

するロ ボッ トタ ク シー は 法遵 守が 条 件 とな るた め， 道 路上で の乗 降を 行 うこと が

出来な いケ ース が 頻出す る可 能性 が ある．  

第 5 章で は，自 動 運転車 の乗 降環 境 に着目 し，路 肩空 間の整 備状 況が 道 路交通

環境に 与え る影 響 につい て 、 仮想 の 単路部 で ミ クロ 交 通流シ ミュ レー シ ョンに よ

り交通 流再 現 を 行 った ． 結果 より ， 路肩空 間に バス ス トップ や停 車 帯 を 設けた 場

合に比 べ， 停車 帯 のない 路上 駐 車 型 では， 停車 頻度 が 高まる と旅 行速 度 の大幅 な

低下と 遅れ 時間 の 増大が 確認 でき た ．また現 状の 停車 帯 付きの 道路 空間 を 対象に ，

乗降場 の長 さを 変 えて 分 析す ると ， 乗降可 能な 区間 が 長いと 旅行 速度 は 低下し ，

停車頻 度の 増加 に より遅 れ時 間が 増 大 する こと が示 さ れた． なお ， 有 人 運転と 無

人運転 の単 路で の 乗降に つい ては ， 自動運 転技 術 の 精 度によ る影 響よ り も乗降 場

の形態 や長 さに よ る影響 のほ うが 大 きいこ とを 確認 し た．   

第 6 章で は分 析対 象エリ アを 広げ 、異なる 道路 種別 の 道路と 接続 する 道 路パタ

ーンで の検 証 を 行 った ．分 析結 果よ り，右左 折車 両が 多い 第 1 級道 路と 接続す る

場合，特に 乗降 場 から 見 て上 流部 側 に第 1 級 道路 と接 続する 場合 は乗 降 空間を 設

置した 道路 の旅 行 速度が 大き く低 下 するこ とを 明ら か にした ．な お， 接 続道路 の

組合せ の多 くは ， 一定の 円滑 性を 保 つため 実際 に停 車 できる 車両 は停 車 需要の 約
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5 割程度 に留 まる 可能性 を示 した ． その上 で， 分析 結 果を踏 まえ て市 街 地の道 路

上での 自動 運転 車 の乗降 制限 の 概 念 を図示 した ．  

第 7 章で は，第 6 章まで の成 果を 踏 まえ，今後 の道 路 空間再 配分 の課 題 につい て

提示し た． 本研 究 で明ら かに した 現 状の道 路空 間再 配 分の課 題と ，交 通 シミュ レ

ーショ ンを 通じ て 定量的 に示 した 自 動運転 社会 下で の 課題を 踏ま え， 自 動運転 社

会を見 据え た道 路 空間再 配分 の課 題 を整理 した ． そ の 結果， 自動 運転 社 会下で 道

路空間 再配 分を 行 う場合 ，道 路上 の 乗降需 要を 考慮 し た適切 な道 路設 計 が 必要 と

なるこ とを 示し た ．そして ，道路 上で の 乗降需 要と 荷捌 き 等の道 路利 活用 の 需要，

交通円 滑性 の 3 者 のバラ ンス を考 慮 するこ とが 自動 運 転社会 にお ける 道 路空間 再

配分の 新た な課 題 である こと を明 ら かにし た． また 本 研究で 示し た今 後 の道路 空

間再配 分の 課題 を 踏まえ ，実際 の道 路 整備 の 留意 事項 と して ，公 共交 通・荷 捌き・

自転車 ・歩 行者 の そ れぞ れの 視点 か ら本研 究の 活用 方 法を述 べた ．最 後 に，得 ら

れた知 見と 今後 の 展望を 整理 した ．  

以上に 述べ たよ う に， 本 論文 は今 後 の道路 空間 再配 分 の課題 とし て， 現 状の取

組動向 の把 握と 自 動運転 車が 道路 交 通に与 える 影響 を 定量的 に評 価し ， 乗降需 要

の観点 から 道路 整 備を行 うこ との 重 要性を 示し てい る ．また ，分 析結 果 から， こ

れまで 不明 瞭で あ った 市 街地 での 自 動運転 車の 利用 方 法 につ いて ， 道 路 円滑性 と

乗降需 要の 観点 か ら適正 な道 路上 の 乗降場 所 の 提案 を 行って いる 点に 特 色があ る ． 

 今後 の課 題と し て，第 一に ，荷 捌 きにか かる 時間 を 考慮し た貨 物車 の 停車時 間

や，歩 行者 の横 断 ，自転 車 の 走行 を 再現し ，乗 降需 要 による 速度 低下 の 影響 を 多

角度的 に 評 価す る ことが 挙げ られ る ．また ，特 に交 差 点部で の乗 降に つ いては 安

全性の 観点 から 評 価し乗 降に つい て 検討す るこ とも 重 要であ る． 第二 に ，本研 究

で提案 した 路外 へ の乗降 空間 の再 配 分や端 末物 流施 策 などに つい て ， 実 際の市 街

地の地 域 特 性を 考 慮した 検討 を行 う ことが 挙げ られ る ．別途 シミ ュレ ー ション を

通じ実 現可 能性 に ついて 検討 し， 分 析結果 を踏 まえ て 市街地 の地 域特 性 別に道 路

空間再 配分 のあ り 方を検 討す るこ と が望 ま しい ．第 三 に，道 路設 計の 際 に課題 と

なる合 意形 成に つ いて ， 多様 な道 路 空間の 利用 需要 を 把握し 多者 間の 利 害調整 を

行う手 法を 確立 す ること が 挙 げら れ る．具 体的 には ， 定量的 な デ ータ に 基づき 政

策提言 を行 い ，道 路 空間の 利用 配分 に ついて 適切 に調 整 を図る こと が求 め られる ． 
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